
感染症情報 ２月１０日～１６日

④咽頭結膜熱

②ＲＳウイルス感染症

⑤水痘

３３４例（堺市 

４５例（堺市 ７例）
３１例（堺市 ４例）

報告数による順位。前週比１．３％減の２，１９９件。感染性胃腸
炎が府下で前週から８％増、堺市で前週１０８例→今回１２７例。
ＲＳウイルス感染症が府下で１％減、堺市で前回２０例→今回３８例。
溶連菌感染症が府下で３４％減、堺市で前週４０例→今回３１例。
咽頭結膜熱が府下で２６％減、堺市で前週３例→今回７例であっ
た。水痘が大阪府で前週から９％減、堺市で１０例→４例であった。
基幹定点だけが報告するマイコプラズマ肺炎は、大阪府で前週
９例→今回４例。堺市で前週・今回とも０例であった。
インフルエンザが府下で前週７０６例→今回５５４例で２２％減。堺
市は前週８３例→今回４３例で４８％減。定点当たり大阪府は
１．８３、堺市は１．４８であった。大阪市北部・大阪市西部・大阪市
南部では増加しているとある。

３８例）
③溶連菌感染症 １９４例（堺市 ３１例）

１２７例）

府下３０２医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９４医療機関（堺市１９）から

①感染性胃腸炎 １，５１４例（堺市

５５４例（堺市インフルエンザ ４３例）

府下３０２医療機関（堺市２９）から

９３３例（堺市新型コロナウイルス感染症 １１２例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前回
１，２０１例→今回９３３例で２２％減、定点当たり３．９９→３．０９で
あった。堺市で前週１４９例→今回１１２例で２５％減、定点当たり
５．１４→３．８６であった。大阪府のブロック別で今回もワースト２位。

大阪府定点 ３．０９ 堺市定点 ３．８６

麻疹や風疹はなかった。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数

０歳
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から
４歳
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８０歳
以上

合計
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